
 

 

 

 館林警察署からスク

ールサポーターを講師

にお招きし、「万引

き」について考える学

習です。 

場面は本屋・・・ 

「たろう」と「じろ

う」は大の仲よし。た

ろうがほしい本を買お

うとしましたがお金が

不足していました。す

ると、たろうがじろう

に「万引きをしよう」

と誘いをかけてく

る・・・という話。 

 警察官がたろう役、

担任がじろう役となり

役割演技をして見せま

した。 

 

 どうしようか

迷っている様子

のじろう。 

その時の心の

揺れ動きを想像

してみます。 

 じろうの気

持ちをワーク

シートに書き

ました。 

 



 

 

 結局、じろうは本を万引きしてしまい、二人とも警察署へ連れて行かれること

に・・・そこへ、呼ばれた両親がやってきました。 

 二人とも窃盗罪にあたることも学びました。 

 

  

 

 たろうに万引きを誘われたとき、じろうはどのように行動すればよかったの

か？・・・ それを考え、ワークシートに書きました。 

 その後、児童がじろう役にな

って役割演技をしました。 

実際の場面でワークシートに

書いたとおりに行動できるので

しょうか？ 



 

 

 

 

 

 

学習のまとめに、万引きという行為の罪について、警察の方から教えていただきま

した。 

商店の被害、親の苦しみ、何より犯罪であることを理解することが大切です。 

 

 

 

 

 

 しっかりと聞き、よく考

えていた３年生でした。 


